
 

とうきょう すくわくプログラム実践報告書 
所在 東京都港区芝２丁目１２－１６ 

園名 アスク芝公園保育園 

１．活動のテーマ 

<テーマ＞ 

 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

11 月から３月まで行い、月に 1 回ネイティブの講師を招致し他国の文化に直接触れる機会を創出することで

深く探究活動ができるようにした。その時点での子どもたちの興味関心をもとに問いかけや内容を考え、子

どもたちの反応や言葉によって次回の内容を柔軟に変えていけるようにした。 

11 月：「アメリカの国旗には何があるかな？」  

12 月：「これはどこの国から来たものかな？」「どんな国があったかな？」「この国は、何が有名かな。」 

1 月：「自己紹介を英語でしてみよう」 
2 月：「どの国旗か分かるかな」「気になる国の有名なものを調べよう」 

3 月：「今まで出てきた国旗を全部並べてみよう」 

 

外国 

 

国旗から様々な国がある事を知り、国の文化や言語へ興味関心を育てていくため。保育園の場所柄、さまざ

まな国の方に触れることが多く、子ども達が一層さまざまな文化に触れる事が出来るようにするため。 

国旗の絵本、ぬりえ、国旗図鑑、地球儀、食べ物カード、国旗デザインの紙 

日本と他国の国旗を見比べ、何が違うのか等を考えられるように設定した。 

外国について、絵本や図鑑を使って調べられるようにしていった。 



 ４．探究活動の実践 

  

【3 歳児実施分】 

問いを考える： 

「アメリカの国旗には何があるかな？」「アメリカの国旗は何色だったかな？」「これはどっちの国から

来たものかな？」「自分の好きなものを英語で言えるかな」「好きな国旗はあるかな」「どの国旗か分か

るかな」 

探究活動の様子：  

アメリカと日本の国旗は何が違うかを見比べ、グループで話し合い、発表していった。「アメリカは

シマシマ模様」「星のマーク！」「日本は丸！」」など意見が出ていた。他にも様々な国の国旗を知り、

色や形を学ぶことが出来ていた。後日、「アメリカの国旗は何色だったかな？」と問いかけ、思い出して

色を塗っていった。前日の国旗を良く思い出しながら塗り絵を楽しんでいた。 

「これはどっちの国から来たものかな？」と国旗カードを見せながら問いかけていった。自分たちが好

きな、おにぎりやお寿司は日本発祥のものと分かり驚いていた。更にアメリカはハンバーガーやターキー

の発祥地と分かり、喜んでいた。その後、スイスやアルゼンチンなど様々な国旗を見てイメージを膨らま

せてから実際に自分たちのオリジナル国旗を描いて表現した。様々な国の模様を知り、好きなものを取り

入れながら、思い思いに国旗を作り表現を楽しむことが出来た。 

「自分の好きな物を英語で言えるかな？」と問いかけられ、自分で考えた自己紹介を英語で発表した。

恥ずかしがる児は保育者と一緒に発表した。好きなものだけではなく、出身地なども発言しようとする姿

が見られた。また、「好きな国旗はあるかな」と問いかけると、国旗の絵本を見ながら、インドやイギリ

スなど様々な国旗に興味を持ち、色や形を見ていた。 

「どの国旗か分かるかな」と問いかけると、少しずつ答えられるようになってきた。講師と一緒に国旗

ゲームを行うと、国旗の模様やヒントを頼りに、自分で答えを導き出そうとしていた。 

カナダに興味を持つ子どもが多く、有名なものなど調べようとする姿が見られた。 

 

ふりかえり（保育士の気づき）： 

様々な国の国旗を知り、色や形を学ぶことができ、発表することが出来ていた。見たことや学んだこと

を自分なりに表現することも出来ており、一緒に振り返ることで興味も深まっていた。 

国について、自分達で知れたことや興味を持った事を発表することで、自分で調べるという探求心が深

まったように感じた。 

「英語で話してみよう」という意欲が高まった様子が見られた子どもには、ゆっくりと英語で応えてい

く事で、興味が高まる様子が見られた。また、普段の生活の中で、国旗や国に関することを見つけたらみ

んなで共有できるように声を掛けることで、子ども達の関心は一層高まった。 



  

【4 歳児実施分】 

問いを考える： 

「アメリカの国旗には何があるかな？」「アメリカの他にどんな国があるか？国旗はどんな模様や色をして

いるのかな？」「どんな国があったかな？」「自己紹介を英語で出来るかな」 

探究活動の様子：  

日本とアメリカの国旗を見比べ、何が違うのか等を考えられるようにした。実際に見た国旗の色と、講師

から聞いた色を思い出しながら、アメリカの国旗の色を塗ることを楽しんでいた。またアメリカの国旗に星

が何個あるのか数える姿も見られた。後日、「アメリカの他にどんな国があるかな？国旗はどんな模様や色

をしているのかな？」と問いかけ、2 グループに分かれて、気になった国や興味がある国を調べたり、国旗

の図鑑や地球儀を見たりして学びを深めた。その後、オリジナル国旗を製作した。オリジナルの国旗を描い

た後「みてみて」と嬉しそうに他児や保育士に見せ、喜んでいた。「こんな国あるのかな。」「こんな国が

あったらいいな」と言っている姿が見られ、そこから似たような国旗があるのか調べてみようと活動が発展

していった。 

アメリカの他にカナダなどの国旗に触れ、その国の食べ物等にも興味を示していた。国旗の名前を当てる

ゲームでは、当てることが出来ると嬉しそうにする姿が見られた。 

「自己紹介を英語でしてみよう」と講師が声掛けをすると、自分の出身地や好きなものを英語で発表し、

関心を高めていた。 

今まで学んだ国の国旗を使いゲームを行うと、国名だけでなく、有名な物なども答え、楽しそうに探求す

る姿が見られた。 

 

ふりかえり（保育士の気づき）： 

 子どもたちが興味を持った国は書き出し話を広げていけるようにし、発表に繋げるようにしていく事で、

興味関心を広げていくことが出来た。国旗に興味を示したことを講師に伝え、他の文化を知る活動へとどん

どん発展していくことが出来た。 



 

  

【5 歳児実施分】 

問いを考える： 

「アメリカの国旗には何があるかな？」「アメリカ以外の国はどんな国があるかな？」「国旗はどんなもの

かな？」「どんな国があるかな。」「この国は、何が有名かな。」 

探究活動の様子： 

日本とアメリカの国旗を見比べ、何が違うのか等を考えられるようにした。講師の先生から聞いた色を思

い出しながら、アメリカの国旗の色塗りを楽しみ、アメリカの国旗に星が何個あるのか等、子ども達同士で

数える姿もあった。完成した国旗を他児や保育者に嬉しそうに見せ、発表していた。「アメリカ以外の国は

どんな国があるかな？」「国旗はどんなものかな？」と問いかけると、チームに分かれて、様々な国がある

事を調べ、国旗の図鑑や地球儀を見て学びを深め始めた。 

「どんな国があるかな。」「この国は、何が有名かな。」と問いかけると、カードを見て「○○だ。」な

どと知っている国は答え、知らない国は図鑑や絵本を用いて、グループごとに調べ始めていた。遊びの中

で、国旗のカルタなどを使い、いろいろな国に触れることが増えてきた。国旗のデザインの紙を用いて、オ

リジナル国旗を作成した。個人とクラス全体とで個人で２種類作成した。日本に住んでいることを意識し

て、富士山を描く子どももいた。こどもたちが国旗を描きながら「こんな国あるかな。」と興味を示し、

「調べてみよう。」と次の活動に繋がっていった。国旗図鑑や国旗の絵本をよく見ていた。 

国旗を用いたゲームを行うと、今まで学んだ国の名前や国旗、国の有名な物を楽しく答える姿が見られ

た。 

 

ふりかえり（保育士の気づき）： 

子どもたちが興味を持った国は書き出し、興味を深めていけるようにし、話し合いや発表に繋げた。遊びの

中で、国旗のカルタなどを使い、いろいろな国に触れることが出来るようにしていき、発展していくことが

大切だと感じた。 



 


